
万
２
９
０
６
件
と
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
、
事
業

用
貨
物
車
の
１
億
走
行
キ
ロ
当
た
り
の
事
故
件
数
は

37
・
06
件
だ
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、（
株
）
ホ
ン

ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、
ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）、
日
本

梱
包
運
輸
倉
庫
（
株
）
の
平
成
26
年
の
加
害
事
故
は

０
件
で
、
被
害
事
故
も
わ
ず
か
３
件
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
（
３
社
合
計
の
延※

車
両
数
は
約
２
万
台
、
延
走

行
距
離
は
１
億
３
１
７
３
万
㎞
）。

警
察
庁
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
平
成
26
年
の
当
事
者

種
別
（
第
１
当
事
者
）
交
通
事
故
件
数
を
み
る
と
、

事
業
用
自
動
車
（
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
等
）

に
よ
る
事
故
は
３
万
９
６
４
９
件
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
ト
ラ
ッ
ク
等
の
事
業
用
貨
物
車
に
よ
る
事
故
は
２

３
社
で
つ
く
る
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協

議
会
（
以
下
、
協
議
会
）
の
設
立
は
昭
和
45
年
。

合
同
で
プ
ロ
と
し
て
の
「
事
故
撲
滅
」「
安
全
運
転

率
先
垂
範
」
に
立
ち
上
が
り
、
前
身
と
な
る
「
ホ

ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
普
及
委
員
会
」
を
発
足

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
し
て
、
翌
年
か
ら
交
通

事
故
「
ゼ
ロ
化
」
を
目
的
と
し
て
、
ホ
ン
ダ
輸
送

グ
ル
ー
プ
内
で
の
年
間
無
事
故
競
争
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。

協
議
会
会
長
で
（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
取
締
役
の
秋
山
敏
明
さ
ん
は
「
設
立
か
ら
一
貫

し
て
、
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
協
力
会
社

が
一
体
と
な
り
、
加
害
事
故
０
件
、
被
害
事
故
０

件
の
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
設
立
当
時
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
年
間

３
０
０
件
の
加
害
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
競
争
原
理
を
取
り
入
れ
、
年
間
無

事
故
競
争
と
し
て
各
社
の
車
両
１
台
あ
た
り
の
年

間
無
事
故
走
行
距
離
の
長
さ
を
競
い
合
う
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
平
成

７
年
、
23
年
に
続
き
26
年
も
加
害
事
故
０
件
と
い

う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。

協
議
会
で
は
、
ホ
ン
ダ
の
拠
点
が
あ
る
狭
山

（
埼
玉
県
）、
浜
松
（
静
岡
県
）、
鈴
鹿
（
三
重
県
）、

熊
本
（
熊
本
県
）
の
４
ヵ
所
に
地
区
部
会
を
設
け

て
い
る
。
地
区
部
会
で
は
３
社
合
同
で
定
期
的
に

危
険
個
所
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
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クルマの輸送を担う陸送会社では交通事故を防止するため、乗務員への安全運転教育をはじめ様々な取組
みを展開している。こうした中、Honda製品の輸送を手がける（株）ホンダロジスティクス、ホンダ運送（株）、
日本梱包運輸倉庫（株）の3社は平成26年に加害事故0件という結果を残した。この3社はホンダ輸送グ
ループとして、協同で事故防止に取り組んでいる。
今回はホンダ輸送グループと業界団体の安全活動を紹介する。

特集●ホンダ輸送グループの安全活動

物流のリーダーとして、
事故ゼロの実現をめざす

ホンダ輸送グループの乗務員が運転する全長17ｍのキャリアカー

競
争
し
な
が
ら
、お
互
い
の

良
い
と
こ
ろ
を
学
び
合
う

（株）ホンダロジスティクスで活用されているHonda動画
KYTとHondaセーフティナビ。動画KYT（写真左）は、実
際の交通状況を再現した動画を見ながら危険を予測し、
結果を受講者同士が振り返って議論することで安全を学
ぶことができる。セーフティナビ（写真下）はパソコンを
使用し、市販のステアリングなどと組み合わせることで、
簡易型シミュレーターとして手軽に使用できる教育機器

●ホンダ輸送グループ安全協議会と各社の取組み概要
（詳細は本文参照）

ホンダ輸送グループ安全協議会

・地区部会（狭山、浜松、鈴鹿、熊本）での定期的な安全パトロールの実施
・鈴鹿サーキット交通教育センターなどでのドライバー研修、管理監督者研修の開催
・3社およびそのグループ会社・協力会社を対象にした交通安全標語・ポスターの募集と表彰

・乗務員の入社時および入社6ヵ月後の研修の充実
・社内でのヒヤリハット体験の募集と共有
・営業所ごとにドライバーコンテストを開催

・全社員参加による無事故・無違反チャレンジコンテストの実施
・安全担当者、運行指導員による3ヵ月ごとの乗務員への教育
・点呼時の班長からの運行指導（社員による自主的活動）、乗務員同士による
運行ルートに関する注意点の共有

・安全運転適性診断車（DSS）を活用した乗務員への教育
・Hondaセーフティナビ、動画KYTの導入による社内の安全教育の拡充
・Hondaパートナーシップインストラクターを養成し、事業所周辺地域で交通安全を普及

日本梱包運輸倉庫（株）

ホンダ運送（株）

（株）ホンダロジスティクス

●事業用貨物車（第1当事者）1億走行キロ当たりの交通事故件数の推移
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※延車両数＝月毎に使用した車両数（ナンバープレートの数）の12ヵ月累計



て
、
乗
務
員
が
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
何

を
す
べ
き
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と

と
、
同
社
の
組
合
の
多
大
な
る
協
力
を
浅
野
さ

ん
は
挙
げ
る
。「
通
常
、
運
行
前
の
点※

呼
は
安

全
担
当
者
（
運
行
管
理
者
）
と
乗
務
員
と
で
行

い
ま
す
。
た
だ
し
、
運
行
ル
ー
ト
に
関
す
る
最

新
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
は
同
じ
乗
務
員
で

す
。
現
在
、
自
主
的
に
乗
務
員
５
〜
６
名
で
１

つ
の
班
を
つ
く
り
、
各
班
の
班
長
が
担
当
乗
務

員
の
出
発
前
の
始
業
点
呼
に
立
ち
会
う
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
等
で
車
線
規
制
が
行

わ
れ
て
い
る
箇
所
な
ど
運
行
ル
ー
ト
上
で
注
意

す
べ
き
こ
と
を
伝
達
し
て
い
る
の
で
す
。
班
長

も
各
乗
務
員
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
点
呼
以
外

で
も
班
全
体
で
共
有
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
乗
務
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
機
会
が
増
え
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
高
め

る
効
果
も
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
、
班
長
役
の

乗
務
員
に
は
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
れ
は
本
社
の
安
全
課
が
主
導
し
た

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
輸
送
の
品
質
を
高
め
る

た
め
、
乗
務
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で
安
心
し

て
働
け
る
環
境
を
自
分
た
ち
で
創
ろ
う
と
い
う

意
志
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

平
成
26
年
に
加
害
事
故
０
件
、
被
害
事
故
０

件
の
両
方
を
ク
リ
ア
し
た
の
が
、
日
本
梱
包
運

輸
倉
庫
（
株
）
で
あ
る
。
同
社
品
質
安
全
管
理

部
部
長
の
山
崎
敬
司
さ
ん
は
「
創
業
以
来
、
私

た
ち
は
『
運
輸
の
公
共
性
に
こ
た
え
社
会
の
繁

栄
に
寄
与
す
る
』
こ
と
を

信
条
に
輸
送
の
安
全
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
公
共

の
道
路
を
利
用
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
こ
で
事
故
を
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
意
識

を
乗
務
員
全
員
に
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
、
品
質
安

た
め
、
全
国
各
地
に
移
動
さ
せ
る
の
に
は
時
間

が
か
か
る
。
つ
ま
り
、
参
加
人
数
が
限
ら
れ
て

く
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
よ
り
多
く
の
乗
務

員
や
社
員
が
受
講
で
き
る
よ
う
に
昨
年
４
月
、

ホ
ン
ダ
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ
４
台
と
ホ
ン
ダ
動
画

K
Y
T
１
台
を
新
た
に
導
入
。
ど
ち
ら
も
コ
ン

パ
ク
ト
で
あ
る
た
め
、
同
社
の
物
流
網
に
よ
っ

て
全
国
各
地
へ
す
ぐ
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
平
成
26
年
は
半
年
間
だ
け
で
７

０
０
名
以
上
が
受
講
し
た
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ
は
、
自
分
の
運
転
の
苦

手
な
部
分
が
ど
こ
か
わ
か
り
や
す
い
と
好
評
で

す
。
運
転
反
応
検
査
の
ソ
フ
ト
も
入
れ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
２
〜
３
年
に
１
回
実
施
す
る
乗

務
員
の
一
般
検
診
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

動
画
K
Y
T
は
社
内
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
受

講
者
相
互
が
安
全
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
進
め
ら
れ
る
点
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
乗
務
員
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
活

用
さ
れ
る
な
ど
、
社
内
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
で
、

平
成
27
年
度
は
３
台
追
加
導
入
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
」
と
、
高
城
さ
ん
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ナ
ビ

と
動
画
K
Y
T
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

「
昨
年
、
組
織
を
改
編
し
、
輸
送
事
業
所
と

い
う
部
門
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
文
字
通
り
輸

送
に
特
化
し
た
組
織
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

安
全
を
含
め
た
輸
送
の
品
質
向
上
に
き
め
細
か

く
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
他
、

社
外
の
安
全
活
動
と
し
て
、
ホ
ン
ダ
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
H
P
I
）

の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
H
P
I
は

10
名
で
、
各
事
業
所
内
お
よ
び
周
辺
地
域
に
お

け
る
交
通
安
全
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
様
々
な
積
み
重
ね
が
、
加
害
事
故
０

件
を
達
成
で
き
た
要
因
だ
と
思
い
ま
す
」。

ホ
ン
ダ
運
送
（
株
）
で
も
社
員
が
一
丸
と
な

っ
て
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
乗
務
員

の
連
続
無
事
故
表
彰
（
３
年
・
５
年
・
10
年
）

を
行
っ
て
い
る
が
、
交
通
・
商
品
の
無
事
故
に

加
え
平
成
23
年
か
ら
「
交
通
違
反
ゼ
ロ
」
と
い

乗
務
員
の
教
育
に
ホ
ン
ダ
の
安
全
教
育
機
器

を
活
用
し
て
い
る
の
が
、（
株
）
ホ
ン
ダ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
だ
。
同
社
は
平
成
13
年
、
社
会
と

の
共
生
を
図
る
物
流
企
業
と
し
て
「
交
通
事
故

撲
滅
」
に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
。
そ
の
一
環

と
し
て
、「
乗
務
員
の
運
転
適
性
の
把
握
」「
危

険
予
測
能
力
の
向
上
」「
社
内
の
安
全
意
識
の

活
性
化
」「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
」
を
目
的
に
、

安
全
運
転
適
性
診
断
車
（
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
、
以
下
、
Ｄ
Ｓ

Ｓ
）
を
導
入
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｓ
Ｓ
が
全
国
の
事

業
所
を
巡
回
し
、
各
事
業
所
に
配
置
さ
れ
た
社

内
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
安
全
運
転
指
導
に
活

用
し
て
い
る
。
乗
務
員
お
よ
び
ク
ル
マ
で
通
勤

す
る
社
員
な
ど
、
毎
年
４
０
０
〜
５
０
０
名
が

受
講
。
同
社
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や

協
力
会
社
も
対
象
に
し
て
い
る
。

同
社
技
術
本
部
安
全
品
質
環
境
部
部
長
の
高

城
健
一
さ
ん
は
「
Ｄ
Ｓ
Ｓ
に
は
ホ
ン
ダ
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
、
ア
ク
セ
ス
チ
ェ

ッ
カ
ー
（
加
齢
な
ど
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下

を
把
握
す
る
装
置
）
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
体

験
的
な
教
育
を
繰
り
返
し
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
座
学
の
み
の
教
育
に
比
べ
効
果
的
で
、
高

い
安
全
意
識
の
維
持
・
継
続
に
寄
与
し
て
い
ま

す
」
と
話
す
。
Ｄ
Ｓ
Ｓ
は
各
地
域
の
交
通
安
全

イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用
す
る
な
ど
、「
地
域
の
事

故
撲
滅
」
に
向
け
た
安
全
活
動
に
も
活
か
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
Ｄ
Ｓ
Ｓ
だ
が
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
る

新
し
い
道
路
が
で
き
た
り
、
季
節
や
時
間
帯
に

よ
っ
て
も
道
路
の
状
況
は
変
化
す
る
。
そ
う
し
た

変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
事

故
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。「
グ

ル
ー
プ
と
い
っ
て
も
、
３
社
で
企
業
文
化
は
異
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
で
指
摘

す
る
ポ
イ
ン
ト
が
各
社
で
違
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
お
互
い
が
自
社
に
は
な
い
視
点
や

考
え
方
を
学
べ
る
チ
ャ
ン
ス
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
競
い
合
う
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
機
会
を

つ
く
れ
る
こ
と
も
、
３
社
合
同
で
行
う
メ
リ
ッ
ト

の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
秋
山
さ
ん
は
い
う
。

協
議
会
全
体
で
取
り
組
む
活
動
に
は
、
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー

研
修
や
管
理
監
督
者
研
修
、
交
通
安
全
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
の
募
集
と
表
彰
な
ど
が
あ
る
。「
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
急
制
動
な
ど
を
参
加
者
に
体

験
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の
時
の
ク
ル
マ
の
挙
動

を
感
じ
る
こ
と
で
、
日
頃
運
転
し
て
い
る
大
型
車

で
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
場
合
の
危
険
が
想
像
し

や
す
く
な
る
の
で
す
。
ホ
ン
ダ
の
質
の
高
い
安
全

運
転
教
育
を
受
講
で
き
る
の
は
、
た
い
へ
ん
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
は
３
社
と

そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
・
協
力
会
社
の
社
員
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
（
ポ
ス
タ
ー
は
社
員
の
家
族
も
対

象
）。
平
成
26
年
は
標
語
が
７
０
０
０
点
以
上
、

ポ
ス
タ
ー
が
３
５
０
点
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
。

優
秀
作
品
の
応
募
者
は
表
彰
さ
れ
、
標
語
の
場
合

は
最
優
秀
作
品
を
印
刷
し
た
の
ぼ
り
旗
（
ポ
ス
タ

ー
の
場
合
は
優
秀
作
品
を
印
刷
し
た
カ
レ
ン
ダ

ー
）
を
制
作
し
、
そ
れ
ら
が
１
年
間
、
各
職
場
に

掲
示
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
協
議
会
の
活
動
以
外
に
も
、
３
社
は

独
自
に
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

う
条
件
を
加
え
た
。
ま
た
、
平
成
７
年
か
ら
大

阪
府
警
察
本
部
が
行
う
「
無
事
故
無
違
反
チ
ャ

レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
本
社
が
中
心
に
参
加

し
て
い
た
が
、
平
成
10
年
か
ら
は
対
象
者
も
役

員
、
管
理
職
を
含
む
全
社
員
に
拡
大
。
さ
ら
に
、

平
成
22
年
か
ら
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
対
象
と
し

た
。「
こ
れ
が
会
社
全
体
の
安
全
意
識
を
高
め

る
き
っ
か
け
と
な
り
、
事
故
や
違
反
が
激
減
、

社
員
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し

た
」
と
、
同
社
管
理
本
部
安
全
品
質
部
部
長
の

浅
野
晋
一
さ
ん
は
話
す
。

同
社
は
、
乗
務
員
の
世
代
交
代
の
時
期
に
あ

た
っ
て
お
り
、
近
年
、
新
た
に
入
社
し
て
く
る

乗
務
員
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
乗
務
員
と
し
て

の
経
験
と
知
識
が
豊
富
で
指
導
力
が
あ
る
人
財

じ
ん
ざ
い

を
安
全
担
当
者
と
し
て
、
乗
務
員
の
教
育
に
専

任
さ
せ
て
い
る
。
安
全
担
当
者
は
運
行
管
理
者

で
も
あ
り
、
安
全
最
優
先
を
実
践
す
る
リ
ー
ダ

ー
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
営
業
所

に
は
運
行
指
導
員
を
配
置
し
、
乗
務
員
の
コ
ー

チ
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
安
全
担
当
者

と
運
行
指
導
員
は
連
携
し
、
随
時
、
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。「
従
来
は
２
ヵ
月
の
研
修
で
見

極
め
て
独
り
立
ち
さ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、

新
人
乗
務
員
（
１
年
未
満
者
）
に
は
３
ヵ
月
ご

と
に
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
他
、
年
２
回
、
荷
主
ご
と
に
決
め

ら
れ
た
ル
ー
ル
、
社
内
の
ル
ー
ル
、
交
通
法
規

を
冊
子
に
し
て
、
勉
強
会
を
開
催
し
、
最
後
に

知
識
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
安
全
運
転

技
術
の
向
上
に
関
し
て
は
、
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル

ー
プ
安
全
協
議
会
の
ド
ラ
イ
バ
ー
研
修
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
が
主

催
す
る
研
修
に
乗
務
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
外

部
研
修
を
活
用
し
て
い
ま
す
」。

加
害
事
故
０
件
を
達
成
で
き
た
要
因
と
し
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乗
務
員
が
自
主
的
に

安
全
活
動
を
推
進

安
全
運
転
意
識
・
技
術
の

向
上
に
よ
り
、プ
ロ
と
し
て
の

自
覚
を
促
す

ホ
ン
ダ
の
安
全
教
育
機
器
を

乗
務
員
の
教
育
に
活
用（株）ホンダロジスティクスの安全運転適性診断車

（DSS）

ホンダ運送（株）では乗務員が点呼の際に運
行管理者だけでなく、班長と運行ルート上で
注意すべきことを確認している

※点呼＝乗務前において、運行管理者等が、運転者からの報告、顔色等の観察、アルコール検知器の使用等により、酒気帯びの有無、健康状態、事業用自動車の状態等を確認するとともに、
安全確保のため必要な指示を与えるもの。

（
株
）ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

ホ
ン
ダ
運
送（
株
）

日
本
梱
包
運
輸
倉
庫（
株
）

ホンダ輸送グループ安全協議会会長を務める
（株）ホンダロジスティクス取締役の秋山敏明さん

ホンダ運送（株）で年2回実施される勉強会



し
て
「
教
育
認
定
制
度
の
充
実
・
推
進
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
（
自

走
・
積
載
）に
対
す
る「
ゴ
ー
ル
ド
ド
ラ
イ
バ
ー
」、

運
行
管
理
者
に
対
す
る
「
ゴ
ー
ル
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
の
認
定
制
度
（
後
援：

国
土
交
通
省
）
で
あ

る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
・
運
行
管
理
者
に
対
し
、
同
協

会
発
行
の
テ
ク
ニ
カ
ル
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
用
い
た

座
学
と
、キ
ャ
リ
ア
カ
ー
を
使
っ
た
実
技
を
行
い
、

教
育
実
施
の
効
果
測
定
の
結
果
で
認
定
す
る
も
の

だ
。
平
成
23
年
か
ら
全
国
９
支
部
ご
と
に
実
施
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
４
２
９
名
（
ド
ラ
イ
バ
ー
４

１
０
名
・
運
行
管
理
者
19
名
）
を
認
定
し
た
。

「
陸
送
業
界
の
先
人
が
つ
く
り
上
げ
て
き
た
安

全
に
対
す
る
歴
史
や
文
化
、
施
策
は
踏
襲
し
な
が

ら
、
現
在
の
時
代
背
景
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
進
化

し
た
『
安
全
施
策
の
実
行
』
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
取
組
み
の
定
量
的
な
目
標
値
を
定
め
、
そ
れ

を
約
束
事
と
し
て
社
会
に
対
し
発
信
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
が
会
員
企
業
の
結
束
を
強
化
し
、

個
々
人
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。
ホ
ン
ダ
お
よ
び
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー

プ
の
安
全
文
化
を
加
え
て
い
き
な
が
ら
、
安
全
で

社
会
に
貢
献
で
き
る
陸
送
業
界
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
、
永
井
さ
ん
は
今
後
へ
の
抱
負
を

語
っ
た
。

ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ
安
全
協
議
会
会
長
の
秋

山
さ
ん
は
「
３
社
と
も
に
、
事
故
は
ゼ
ロ
で
当
た

り
前
と
い
う
認
識
で
す
。
ホ
ン
ダ
輸
送
グ
ル
ー
プ

と
し
て
も
、
早
期
に
加
害
事
故
０
件
と
同
時
に
被

害
事
故
０
件
も
達
成
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
５
年
以

上
継
続
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
、
高
い
目
標
を
掲

げ
て
い
る
。
ホ
ン
ダ
輸
送

グ
ル
ー
プ
が
業
界
に
お
け

る
安
全
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
が
よ

り
一
層
期
待
さ
れ
る
。

ん
は
無
事
故
キ
ロ
数
２
０
０
万
㎞
を
め
ざ
す
考
え

だ
。陸

送
業
の
業
界
団
体
で
は
、
ど
の
よ
う
な
安
全

活
動
を
展
開
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ホ
ン
ダ
輸

送
グ
ル
ー
プ
３
社
も
会
員
と
な
っ
て
い
る（
一
社
）

日
本
陸
送
協
会
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
。

同
協
会
は
昭
和
40
年
に
当
時
の
運
輸
省
の
認
可

を
受
け
て
設
立
。
自
動
車
の
製
造
と
販
売
を
結
ぶ

パ
イ
プ
役
と
し
て
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
陸
送
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
設
立
時

に
70
社
だ
っ
た
会
員
企
業
数
は
現
在
７
１
５
社
。

平
成
27
年
度
か
ら
同
協
会
会
長
に
（
株
）
ホ
ン
ダ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
代
表
取
締
役
社
長
の
永
井
高
志

さ
ん
が
就
任
し
て
い
る
。

「
当
協
会
で
は
設
立
以
来
、
輸
送
の
安
全
は
陸

送
事
業
の
重
点
課
題
の
１
つ
と
位
置
づ
け
、
道
路

交
通
網
や
業
容
・
業
態
の
変
化
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ー

構
造
の
変
化
な
ど
、
そ
の
時
々
の
時
代
背
景
に
そ

っ
た
『
安
全
』
へ
の
取
組
み
を
継
続
的
に
実
行
し

て
き
ま
し
た
」
と
、
永
井
さ
ん
は
話
す
。「
輸
送
の

安
全
を
誰
が
ま
っ
と
う
す
る
の
か
と
い
う
と
、
そ

れ
は
『
人
』
で
す
。
そ
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
人
づ
く
り
が
安
全
の
品
質

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
一

人
ひ
と
り
に
安
全
意
識
を
浸
透
さ
せ
、
そ
れ
を
維

持
し
て
い
て
く
こ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
体

制
の
確
立
や
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
、
事
故
防
止

に
向
け
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
当
協
会
や
会

員
企
業
の
経
営
者
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

同
協
会
で
は
現
在
、
交
通
防
止
活
動
の
１
つ
と

気
を
配
っ
て
い
ま
す
」。

ま
た
、
自
分
で
は
行
っ
た
こ
と
の
な
い
目
的
地

に
向
か
う
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
そ
う
い
う
場
合

は
地
図
を
使
っ
て
ル
ー
ト
を
確
認
し
た
り
、
行
っ

た
こ
と
の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
話
を
聞
き
な
が

ら
、
注
意
す
べ
き
交
差
点
な
ど
、
ル
ー
ト
の
状

況
を
把
握
し
て
お
く
。「
今
で
も
初
め
て
走
る
道

路
は
緊
張
し
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
で
も
実

際
に
行
っ
た
ら
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
周
辺
の
道
路
状
況
も
含
め
、
事
前

の
確
認
は
十
分
に
行
う
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
」

と
、
慌
て
て
焦
る
状
況
を
つ
く
り
出
さ
な
い
た
め

の
工
夫
を
し
て
い
る
。「
そ
の
よ
う
に
準
備
を
し

て
も
、
私
も
時
間
が
な
く
て
焦
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
、『
こ
こ
が
大
事
！
事
故
を
起
こ
し

た
ら
、
も
っ
と
遅
れ
て
迷
惑
を
か
け
る
』
と
冷
静

に
な
る
よ
う
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」。

さ
ん
は
乗
務
員
と
な
っ
て
か
ら
１
５
０
万

㎞
以
上
無
事
故
を
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
証
と
し

て
、
制
服
の
袖
に
は
「SA

FET
Y
D
RIV
ER

１
５

０
」
と
い
う
ワ
ッ
ペ
ン
が
付
い
て
い
る
。「
こ
の
ワ

ッ
ペ
ン
に
手
を
当
て
る
こ
と
で
、
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ

ー
と
し
て
の
責
任
を
再
確
認
し
、『
絶
対
に
事
故
を

起
こ
さ
な
い
』
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
集
中
力
を

持
続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
無
事

故
で
あ
る
こ
と
が
、
会
社
全
体
で
の
事
故
ゼ
ロ
の

継
続
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」と
、
濱
崎
さ

現
場
の
乗
務
員
は
日
々
、
ど
の
よ
う
な
意
識
で

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
３
社
を
代
表
し
て
（
株
）

ホ
ン
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
輸
送
事
業
所
製
品
輸
送

部
埼
玉
製
品
輸
送
課
の
濱
崎
竜
次
さ
ん
に
話
を
う

か
が
っ
た
。

さ
ん
は
平
成
６
年
か
ら
20
年
以

上
に
わ
た
り
キ
ャ
リ
ア
カ
ー
（
四
輪
車
を
輸
送
す

る
ト
レ
ー
ラ
ー
）
の
運
転
を
続
け
て
お
り
、
１
年

間
に
約
10
万
㎞
走
行
し
て
い
る
。

「
乗
務
員
の
ミ
ス
は
事
故
と
い
う
形
で
残
り
、

そ
れ
は
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
｜

さ
ん

は
乗
務
員
と
な
っ
た
時
に
上
司
か
ら
言
わ
れ
た
言

葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
常
に
行
動
面
で
心

が
け
て
い
る
こ
と
は
「
車
間
距
離
（
時
間
）
を
２

秒
以
上
と
る
」「
制
限
速
度
を
守
る
」「
必
要
以
外

の
車
線
変
更
は
し
な
い
」。
こ
れ
ら
を
確
実
に
実

践
す
る
こ
と
で
、
で
き
る
だ
け
自
分
か
ら
危
険
な

状
況
を
つ
く
り
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ー
の
積
荷
は
、
工
場
で
生
産
さ
れ

た
商
品
車
で
あ
る
。
そ
れ
を
販
売
会
社
や
港
な
ど

指
定
さ
れ
た
場
所
に
運
ぶ
わ
け
だ
が
、
こ
の
商
品

車
１
台
１
台
の
積
み
下
ろ
し
も
乗
務
員
が
担
当
す

る
。「
乗
務
員
を
始
め
た
頃
は
、
運
転
以
上
に
商

品
車
の
取
り
扱
い
に
気
を
遣
い
ま
し
た
。
積
荷
を

傷
つ
け
ず
、
安
全
に
目
的
地
に
運
ぶ
こ
と
が
重
要

で
す
か
ら
、
走
行
中
で
も
常
に
商
品
車
の
状
態
に

全
管
理
部
の
中
に
安
全
運
転
研
修
セ
ン
タ
ー
と

い
う
専
門
の
部
署
を
設
け
、
乗
務
員
の
研
修
に

は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

新
た
に
入
社
し
た
乗
務
員
は
、
A
研
修
と
B

研
修
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
A
研
修

は
入
社
時
に
行
わ
れ
る
３
日
間
の
研
修
。
内
容

は
座
学
（
社
内
規
則
・
道
路
交
通
法
・
労
働
時

間
等
の
改
善
基
準
な
ど
）、
運
転
実
技
、
整
備

点
検
。
こ
の
後
、
配
属
さ
れ
た
営
業
所
で
１
ヵ

月
間
、
運
行
管
理
者
の
も
と
で
添
乗
指
導
を
受

け
、
独
り
立
ち
す
る
。
B
研
修
は
入
社
６
ヵ
月

目
に
実
施
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
こ
と
の
振

り
返
り
を
行
う
。

品
質
安
全
管
理
部
で
は
随
時
、
社
員
か
ら
自

分
が
体
験
し
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
募
集
し
て
い

る
。
毎
月
平
均
１
５
０
件
集
ま
る
そ
う
だ
。
そ

れ
ら
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
を
営
業
所
に
配

付
。
各
営
業
所
で
は
月
１
回
、
乗
務
員
を
対
象

に
事
故
防
止
会
議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

時
に
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
題
材
を
使
っ
て
K
Y
T

を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
の
運
転
技

術
向
上
を
図
る
た
め
、
営
業
所
ご
と
に
年
１
回
、

ド
ラ
イ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。
セ
ミ
ト
レ

ー
ラ
ー
、
大
型
車
、
中
型
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
の
４
部
門
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
学
科
、
実

技
、
点
検
の
３
項
目
で
評
価
す
る
。
内
容
は
、

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト

（
主
催：

（
公
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
）

に
準
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
実
技
で
は
バ
ッ
ク

で
の
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
高
度
な
技
術

が
求
め
ら
れ
る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
乗
務
員
は
事
業
部
の
代

表
選
考
に
進
む
。
今
年
は
事
業
部
の
代
表
92
名

が
５
月
に
埼
玉
県
狭
山
市
で
行
わ
れ
る
日
本
梱

包
運
輸
倉
庫
グ
ル
ー
プ
運
転
競
技
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「『
で
き
る
』
と
思
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
や

っ
て
み
る
と
上
手
く
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と

が
ね
ら
い
で
す
。
乗
務
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
運
転
技
術
を
客
観
的
に
確
認
で
き
る
良
い
機

会
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
山
崎
さ
ん
は
い
う
。

高
い
運
転
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
プ
ロ

ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
の
自
覚
を
持
た

せ
、
安
全
意
識
を

高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
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高
い
安
全
意
識
を
持
つ

キ
ャ
リ
ア
カ
ー
の
乗
務
員

ホ
ン
ダ
の
安
全
文
化
を

陸
送
業
界
の
発
展
に
活
か
す

特集●ホンダ輸送グループの安全活動

日本梱包運輸倉庫（株）の全営業所で
年1回開催されるドライバーコンテス
ト。セミトレーラー、大型車、中型車、
フォークリフトの4部門ある

（株）ホンダロジスティクス
輸送事業所製品輸送部埼玉
製品輸送課の 竜次さん。
制服の袖には150万km無事
故の証である「SAFETY
DRIVER 150」というワッペ
ンが付いている

（一社）日本陸送協会では全
国9支部で「ゴールドドライ
バー」認定を実施している

（一社）日本陸送協会会長に就任した
（株）ホンダロジスティクス代表取締役
社長の永井高志さん



社
員
は
、
毎
月
最
低
４
枚
、
運
転
や
業
務
の
場
面

で
自
分
が
体
験
し
た
り
、
目
撃
し
た
こ
と
を
も
と

に
「
ヒ
ヤ
リ
K
Y
シ
ー
ト
（
右
写
真
参
照
）」
を

作
成
し
、
K
Y
T
ト
レ
ー
ナ
ー
に
提
出
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ー
ト
を
毎
朝
５
分
程
度
実
施
し
て
い
る

「
シ
ョ
ー
ト
タ
イ
ム
K
Y
T
」
で
活
用
す
る
た
め

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
K
Y
T
ト
レ
ー
ナ
ー
は
毎
月
１
回

「
自
主
K
Y
T
」
を
実
施
し
て
い
る
。
内
容
は
外

部
講
師
を
招
い
て
の
安
全
講
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

の
映
像
を
も
と
に
し
た
事
故
事
例
研
究
、
災
害
防

止
を
テ
ー
マ
と
す
る
討
論
会
な
ど
、
文
字
通
り
K

Y
T
ト
レ
ー
ナ
ー
の
自
主
性
に
任
さ
て
い
る
。
グ

ル
ー
プ
各
社
、
部
署
に
よ
っ
て
業
務
も
異
な
る
た

め
、
そ
の
職
場
に
最
適
な
K
Y
T
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
新
卒
や
中
途
で
入
社
す
る
社
員
を
対
象

に
K
Y
T
研
修
会
を
開
催
し
、
ゼ
ロ
災
運
動
の
理

念
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
K
Y
T
の
考
え
方
を
習

得
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。「
K
Y
T
の
考
え
方

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
仕
事
の
幅
も
広
が
り
ま

す
。
相
手
側
の
立
場
で
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
は
、
お
客
様
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
を
な
く
す
こ
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ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
は
直
営
一
貫
施
工
体
制
で
高

品
質
の
住
宅
づ
く
り
を
実
現
す
る
な
ど
、
住
宅
・

不
動
産
・
建
設
に
関
す
る
事
業
を
埼
玉
県
、
千
葉

県
、
東
京
都
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。
グ
ル
ー

プ
の
中
核
と
な
る
ポ
ラ
ス
（
株
）、（
株
）
中
央
住

宅
、
ポ
ラ
テ
ッ
ク
（
株
）
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ

会
社
は
24
社
に
お
よ
ぶ
。
同
グ
ル
ー
プ
で
使
う
車

両
は
軽
自
動
車
か
ら
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
ま
で
多
様

で
、
営
業
エ
リ
ア
内
で
は
毎
日
約
１
７
０
０
台
が

動
い
て
い
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
安
全
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

安
全
活
動
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
が
平
成
３

年
か
ら
継
続
し
て
い
る
「
ゼ
ロ
災
（
災
害
ゼ
ロ
）

運
動
」
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
全
体
の
安
全
推
進
管

理
を
担
当
し
て
い
る
ポ
ラ
ス
（
株
）
経
営
企
画
部

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
参
事
の
小
玉
善
人
さ
ん
は

「
平
成
３
年
以
前
は
会
社
の
業
績
を
上
げ
る
こ
と

ば
か
り
に
目
を
向
け
、
安
全
に
対
す
る
取
組
み
は

疎
か
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
交
通
事

故
や
建
設
現
場
な
ど
で
の
労
働
災
害
が
多
発
し
て

い
た
の
で
す
。
こ
う
し
た
事
態
を
変
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
が
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
公

認
K
Y
T
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
人
見
幸
二
郎
さ

ん
と
の
出
会
い
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。
当
時
の

社
長
で
あ
り
、
創
業
者
の
中
内
俊
三
さ
ん
は
、
人

見
さ
ん
を
通
じ
て
人
間
尊
重
を
基
本
理
念
と
し
た

「
ゼ
ロ
災
運
動
」
の
考
え
方
に
触
れ
、
交
通
事
故

や
労
働
災
害
が
起
き
て
い
る
の
は
社
員
が
悪
い
の

で
は
な
く
、
経
営
者
で
あ
る
自
分
に
責
任
が
あ
る

こ
と
を
悟
っ
た
と
い
う
。
す
ぐ
に
、
中
内
さ
ん
は

「
ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
・
ゼ
ロ
災
運
動
キ
ッ
ク
オ
フ

大
会
（
第
１
回
安
全
衛
生
大
会
）」
を
開
催
し
、

社
内
で
K
Y
T
ト
レ
ー
ナ
ー
の
養
成
を
始
め
る
。

当
初
は
K
Y
T
ト
レ
ー
ナ
ー
と
経
営
幹
部
、
部
門

責
任
者
が
中
心
と
な
っ
て
、
K
Y
T
に
よ
る
研
修

会
を
定
期
的
に
行
っ
た
。

「
最
初
は
多
く
の
社
員
が
K
Y
T
に
懐
疑
的
で
、

『
や
ら
さ
れ
感
』
で
続
け
て
い
る
と
い
う
感
じ
で

し
た
。
し
か
し
、
確
実
に
交
通
事
故
件
数
は
低
減

し
、
10
年
か
け
て
半
減
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
K
Y
T
の
効
果
が
実
感
で
き
た
こ
と
で
社

員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
変
わ
り
、
積
極
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
粘
り
強
く
継
続
で

き
た
の
は
、『
事
故
や
労
災
を
な
く
す
た
め
に
、

絶
対
に
や
め
な
い
』
と
い
う
社

長
の
強
い
決
意
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
」
と
小
玉
さ
ん
は
話
す
。

現
在
、
ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
内

で
活
動
し
て
い
る
K
Y
T
ト
レ

ー
ナ
ー
は
１
８
０
名
（
20
代
後

半
か
ら
30
代
が
中
心
）。
グ
ル

ー
プ
24
社
の
各
部
署
（
課
単
位
）

に
最
低
１
名
は
配
置
さ
れ
て
い

る
。
部
門
責
任
者
以
外
の
社
員

で
、「
役
職
社
員
ま
た
は
入
社

４
年
以
上
」「
直
近
１
年
以
内

に
交
通
事
故
や
交
通
違
反
を
起

こ
し
て
い
な
い
」
等
の
条
件
を

満
た
し
た
者
が
K
Y
T
ト
レ
ー

ナ
ー
研
修
を
経
て
任
命
さ
れ

る
。グ

ル
ー
プ
各
社
の
す
べ
て
の

教育
最前線

職場ごとに行うKYTによって、
社員の安全意識を高め、事故防止につなげる連載 35

●ポラスグループ

と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
」
と
小
玉
さ
ん
は
い
う
。

K
Y
T
は
地
域
貢
献
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ラ
ス
（
株
）
の
本
社
が
あ
る
埼
玉
県
越
谷
市
の

小
学
校
に
社
員
が
出
向
い
て
、
児
童
へ
の
交
通
安

全
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
だ
。「
私
た
ち
は
地
域

密
着
の
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
K
Y
T
は
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
等
か
ら
守
る
こ
と
に

も
役
立
て
ら
れ
る
と
考
え
ま
し
た
。
子
ど
も
を
対

象
に
し
た
45
分
で
で
き
る
K
Y
T
教
育
を
企
画

し
、
あ
る
小
学
校
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
取
り
入
れ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
小
玉
さ
ん

は
説
明
す
る
。

小
学
生
へ
の
K
Y
T
教
育
で
は
、「
シ
ョ
ー
ト
タ

イ
ム
K
Y
T
」
の
手
法
を
用
い
て
児
童
に
普
段
利

用
し
て
い
る
通
学
路
に
潜
む
危
険
を
考
え
て
も
ら

う
。
１
ク
ラ
ス
を
い
く
つ
か
の
班
に
分
け
、
班
ご
と

に
K
Y
T
ト
レ
ー
ナ
ー
１
名
が
指
導
に
あ
た
る
。

「
子
ど
も
た
ち
が
何
か
行
動
を
起
こ
す
時
に
そ
れ
は

安
全
な
の
か
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
」
と
小
玉
さ
ん
は
願
う
。
題
材
と
な
る
交

通
場
面
は
、
事
前
に
各
学
校
の
通
学
路
の
状
況
を

イ
ラ
ス
ト
に
し
て
用
意
し
て
い
る
そ
う
だ
。

「
子
ど
も
た
ち
の
発
想
は
豊
か
で
す
か
ら
、
大

人
が
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な
危
険
を
見
つ
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
担
当
す
る
K
Y
T
ト
レ
ー
ナ
ー

に
と
っ
て
も
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
、
指
導
者
と

し
て
成
長
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
」。
こ
の
取
組
み
は
小
学
校
の
先
生
方
に
も
好

評
で
、
平
成
13
年
に
１
校
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
は
市
内
15
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
法
定
安
全
運

転
管
理
者
に
加
え
て
、
各
社
各
部
門
を
ブ
ロ
ッ
ク

ご
と
に
社
内
安
全
運
転
管
理
者
を
約
70
名
任
命

し
、
社
員
へ
の
安
全
運
転
指
導
体
制
を
充
実
さ
せ

て
い
る
。
ま
た
、
交
通
教
育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ

ー
埼
玉
な
ど
を
利
用
し
て
効
果
的
な
安
全
運
転
教

育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

地
道
な
取
組
み
に
よ
っ
て
、
同
グ
ル
ー
プ
の
事
故

や
労
災
は
確
実
に
減
少
し
て
い
る
。「
し
か
し
、

ま
だ
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
通
勤

中
、
業
務
中
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
含
め
た
『
24
時

間
ト
ー
タ
ル
ゼ
ロ
災
害
』
の
実
現
に
向
け
て
、
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
小
玉
さ
ん
は
力
強

く
語
っ
た
。

社
員
に
よ
る
交
通
事
故
は

経
営
者
の
責
任

日
々
の
K
Y
T
の
継
続
で

社
員
が
効
果
を
実
感

社
員
が
小
学
生
を
対
象
に

K
Y
T
教
育
を
実
施

平成3年から毎年開催して
いる「安全衛生大会」には
ポラスグループの社員はも
ちろん、取引業者や施工を
担当する職人も参加。最後
に、「ポラスグループ完全
ゼロ災でいこう！ヨシ！」
と全員で唱和する

グループ各社の全社員が作成している「ヒヤリKYシート」。毎朝実
施する「ショートタイムKYT」で活用されている

KYTトレーナー研修会をはじめ、新入社員や中途入社
の社員、新任マネージャーなどを対象にしたKYT研修
会を行っている

越谷市内の小学校でのKYT教育。児童に行動目標を唱和
してもらう。題材となるイラストは通学路の状況を描き
起こしている

ポラスグループの取組みは安全活動の好事例として、昨年11月に交通教
育センターレインボー埼玉・和光が企業・団体の安全担当者を対象に開
催した「2014トラフィックセーフティ・フォーラムin埼玉」で紹介された

●ショートタイムKYTの流れ

KYTトレーナーがシートに描かれたイラ
ストの状況を読み上げる

▼
その場面にどんな危険が潜んでいるか意
見を出し合う

▼
危険ポイントを絞り込み、チームの行動
目標を設定する

▼
危険ポイント、行動目標を唱和し、指差
し呼称で確認する

▼
「ポラスグループ完全ゼロ災でいこう！
ヨシ！」というかけ声で終わる



験
し
て
も
ら
う
。

１
日
目
の
最
後
は
車
両
感
覚
訓
練
。

Ｓ
字
と
ク
ラ
ン
ク
を
繰
り
返
し
走
行
す

る
。
始
め
の
う
ち
は
曲
が
り
き
れ
ず
に
、

何
度
も
切
り
返
し
を
行
っ
て
通
過
し
て

い
く
。「
乗
用
車
と
同
じ
感
覚
で
、
曲
が

り
始
め
る
と
車
体
の
横
に
パ
イ
ロ
ン
が

接
触
し
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
は
乗
用
車
よ

り
前
に
運
転
席
が
あ
る
こ
と
を
意
識
し

て
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
ト

ラ
ッ
ク
は
運
転
席
か
ら
後
方
が
見
え
ま

せ
ん
か
ら
、
切
り
返
し
す
る
時
は
後
退

す
る
距
離
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
安
全
で
す
」
と
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

配
送
中
の
事
故
の
多
く
は
ク
ル
マ
を

バ
ッ
ク
さ
せ
る
時
に
起
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
２
日
目
は
車
庫
入
れ
や
バ
ッ
ク

ホ
ン
ダ
で
は
「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
（
５
月
11
日
〜
20
日
、
主
催：

内

閣
府
ほ
か
）
に
合
わ
せ
、
４
月
11
日
〜

５
月
31
日
の
期
間
、「
２
０
１
５
年
ホ

ン
ダ
春
の
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
は

「
ホ
ン
ダ
で
働
く
ヒ
ト
は
ク
ル
マ
や
地

域
（
社
会
）
に
や
さ
し
い
運
転
を
め
ざ

し
ま
す
〜
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
地

域
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」。

期
間
中
は
、
ホ
ン
ダ
及
び
ホ
ン
ダ

関
連
企
業
の
従
業
員
、
販
売
会
社
の

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
、
自
ら

率
先
し
て
交
通
安
全
を
実
践
。
ま
た
、

販
売
会
社
を
含
む
ホ
ン
ダ
及
び
ホ
ン

ダ
関
連
企
業
の
事
業
所
に
は
、
交
通

安
全
啓
発
の
ぼ
り
」
を
掲
示
し
、
従

業
員
・
お
客
様
・
地
域
の
方
に
広
く

交
通
安
全
を
訴
求
す
る
。

春
は
、
新
入
学
・
新
学
期
の
シ
ー
ズ

ン
と
な
る
た
め
、
子
ど
も
な
ど
若
年
層

生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
生
活
ク
ラ
ブ

事
業
連
合
生
活
協
同
組
合
連
合
会
）
は
、

21
都
道
府
県
で
活
動
す
る
32
生
協
の
事

業
連
合
組
織
で
、
組
合
員
数
は
約
34
万

人
に
お
よ
ぶ
。
各
生
協
で
は
職
員
が
ト

ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
、
地
域
に
住
む
組

合
員
に
毎
週
決
め
ら
れ
た
日
時
に
、
食

料
･
日
用
雑
貨
･
衣
料
な
ど
の
消
費
材

を
配
送
し
て
い
る
。
職
員
へ
の
安
全
運

転
指
導
は
各
生
協
で
行
っ
て
い
る
が
、

同
連
合
会
で
も
年
１
回
、
新
人
（
中
途

採
用
を
含
む
）
を
対
象
に
し
た
安
全
運

転
研
修
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
目
的

を
、
同
連
合
会
総
務
部
総
務
課
の
加
藤

正
宏
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
私

た
ち
の
使
命
は
、
安
全
・
安
心
な
消
費

材
を
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る

こ
と
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
運
ぶ
ク
ル

マ
が
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う

の
は
大
前
提
と
な
り
ま
す
。
新
人
の
段

階
で
、
そ
う
し
た
安
全
に
対
す
る
基
本
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的
な
考
え
方
と
知
識
・
技
術
を
身
に
つ

け
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
毎

年
、
各
生
協
に
案
内
し
、
受
講
者
を
募

っ
て
い
ま
す
」。

４
月
２
日
、
３
日
の
両
日
、
交
通
教

育
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー
埼
玉
で
２
０

１
５
年
度
新
人
安
全
運
転
研
修
が
実
施

さ
れ
、
18
名
が
受
講
。
１
日
目
の
実
技

は
同
セ
ン
タ
ー
の
新
コ
ー
ス
が
使
わ
れ

た
。最

初
は
日
常
点
検
、
正
し
い
運
転
姿

勢
、
ト
ラ
ッ
ク
の
死
角
。「
乗
車
す
る
時

は
必
ず
後
方
か
ら
左
側
面
、
前
方
へ
と

ま
わ
り
、
前
方
の
死
角
や
車
体
の
下
に

何
も
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
運
転
席
に

乗
り
込
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
乗
用
車

と
違
っ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
は
左
後
方
の
死

角
が
目
視
で
確
認
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
で
の
確
認
回
数
を
増
や

す
こ
と
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
」
と
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
注
意
を
促
す
。

そ
し
て
、
受
講
者
は
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
車
し
、
慣
熟
走
行
、
パ

イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
へ
と
進

む
。
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
で

は
、
あ
え
て
送
り
ハ
ン
ド
ル
や

内
掛
け
な
ど
を
受
講
者
が
実

践
。そ
う
し
た
応
用
操
作
で
は
、

正
し
い
操
作
（
た
す
き
掛
け
）

に
比
べ
、
正
確
で
素
早
い
ハ
ン

ド
ル
操
作
が
難
し
い
こ
と
を
体

●Honda 春のセーフティキャンペーン

若年層への交通安全啓発を強化し、
活動内容をさらに充実

現
場
訪
問

●
生
活
ク
ラ
ブ
連
合
会

安
全
・
安
心
な
消
費
材
を
日
々
、

無
事
故
で
組
合
員
に
届
け
る
た
め
に

に
よ
る
パ
イ
ロ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
な
ど
後

退
訓
練
に
多
く
の
時
間
が
割
か
れ
た
。

「
広
々
し
た
コ
ー
ス
で
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
方
の
き
め
細
か
い
指
導
を

受
け
、
安
全
意
識
と
と
も
に
、
ト
ラ
ッ

ク
の
運
転
技
術
も
高
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。
２
日
間
で
身
に
つ
け
た
こ
と
を

日
々
の
配
送
業
務
に
活
か
し
て
ほ
し

い
」
と
加
藤
さ
ん
は
い
う
。

トラックの場合は、運
転席の下にエンジンが
あるため、インストラ
クターがキャビンの開
け方から説明。冷却水、
ブレーキオイル、エン
ジンオイル、タイヤ、
灯火類などの確認方法
を示す。そして、研修
で運転するトラックを
使って、受講者自身で
点検を行う

送りハンドル、内掛けでのパイロンスラロームを体験してもら
うことで、そうした操作では何が危険なのかを気づかせる

車両感覚訓練ではクランクとＳ字を繰り返し走行

2015年度新人安全運転研修には生活クラブ連合会の会員となっている生協から18名が参加

ダウンロードした「交通安全ぬりえ」に色
をぬって、家族で決めた交通安全の約束を
書いたら、下記宛にお送りください。応募
者全員にASIMOえんぴつをプレゼント！
【応募締切】6月5日（金）

〒107-8556 東京都港区南青山2-1-1
本田技研工業（株）安全運転普及本部　
交通安全ぬりえキャンペーン事務局行
※送付いただいたぬりえは、ASIMOえんぴつと一緒に返送します。
※お申込みいただきましたお客様の個人情報は、発送業務以外の利用は致しません。

「ぬりえ」といっしょに交通安全ポイントシートも
ダウンロードされる

●交通安全ぬりえ　ダウンロード
ホンダ　2015 セーフティキャンペーン 検索

の
事
故
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
期
で
も
あ

る
。
そ
こ
で
、
今
回
は
若
年
層
へ
の
安

全
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

お
子
さ
ま
と
一
緒
に
交
通
安
全
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
「
交
通
安
全
ぬ
り
え
」

と
と
も
に
交
通
安
全
ポ
イ
ン
ト
シ
ー

ト
や
「
知
っ
て
得
す
る
　
見
て
得
す

る
　
自
転
車
の
ル
ー
ル
」「
交
通
安
全

ク
イ
ズ
」
な
ど
も
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

小学1・2年生を
対象にした『交通
安全クイズ」（3・
4年生用と5・6
年生用もある）

保護者を対象に
した「知って得す
る 見て得する
自転車のルール」

新コースは、4月1日より
運用が開始されている。
今回紹介した生活クラブ
連合会の研修のように効
果的な車両感覚訓練が実
施できるほか、信号機の
ある交差点や一時停止標

識のある交差点などが設定されているので、これまではできなか
った法規走行訓練も可能になった。同センターでは、新コースを
活用して企業研修など幅広いニーズに応えていきたいという。

交通教育センターレインボー埼玉に
新コースが完成！



こ
と
で
、
人
へ
の
思
い
や
り
や
命
の
大

切
さ
に
気
づ
い
て
も
ら
う
た
め
の
も
の

で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
実
際
に

生
徒
た
ち
が
加
害
者
と
な
っ
た
自
転
車

事
故
の
事
例
を
も
と
に
生
徒
同
士
が
話

し
合
い
、
自
ら
考
え
る
こ
と
で
行
動
変

容
を
促
す
指
導
方
法
を
取
り
入
れ
て
い

る
。こ

の
他
、
自
転
車
座
学
、
歩
行
者
の

立
場
を
理
解
す
る
た
め
の
観
察
学
習
な

ど
、
交
通
社
会
人
と
し
て
の
考
え
方
と

行
動
を
指
導
す
る
た
め
の
資
料
も
セ
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ン
ダ
で
は
高
校
生
交
通
安
全
教
育

を
取
り
入
れ
て
い
る
高
校
で
、
こ
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
最
終
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
完
成
を

め
ざ
す
予
定
だ
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
普

及
に
よ
っ
て
、
高
校

に
お
け
る
交
通
安
全

教
育
の
定
着
が
期
待

さ
れ
る
。

STREAM
交通安全教育の潮流

ま
で
当
紙
で
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

こ
の
活
動
は
全
国
の
高
校
に
拡
が
っ
て

い
る
。
今
後
、
交
通
安
全
教
育
の
活
動

意
志
の
あ
る
学
校
向
け
に
、
自
ら
運
営

で
き
る
「
高
校
生
交
通
安
全
教
育
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
の
提
供
を
め
ざ
し
、
こ
の
ほ

ど
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
た
。

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
高
校
生
の
自

転
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的

と
し
て
お
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
実
技
」
と
「
感
受
性

教
育
」
で
、
い
ず
れ
も
学
校
が
主
体
的

に
運
営
で
き
る
よ
う
な
内
容
と
し
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
内
容
を
ベ
ー
ス
に
、

さ
ら
な
る
改
善
を
め
ざ
し
、
検
証
作
業

を
進
め
て
い
く
考
え
だ
。

「
８
の
字
走
行
」「
反
応
・
回
避
」「
飛

び
出
し
・
停
止
」
に
代
表
さ
れ
る
実
技

は
、
一
方
的
に
教
え
込
む
の
で
な
く
、

体
験
や
対
話
を
通
じ
て
生
徒
自
ら
が
考

え
、
加
害
者
と
な
ら
な
い
た
め
の
「
安

全
確
認
の
重
要
性
」
や
、「
人
へ
の
思
い

や
り
の
大
切
さ
」
を
導
き
出
せ
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
実
技
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
コ
ー
ス

設
定
や
進
め
方
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
し

て
い
た
だ
く
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
し
て
、

映
像
を
使
い
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
る
。

感
受
性
教
育
は
、
事
故
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
場
合
の
影
響
や
責
任
を
学
ぶ

高
校
生
年
代
は
、
交
通
社
会
の
一
員

と
し
て
一
層
責
任
を
自
覚
し
た
行
動
が

求
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
将
来
に
わ

た
り
、
よ
り
良
い
交
通
社
会
人
と
な
っ

て
も
ら
う
た
め
、
ホ
ン
ダ
は
生
徒
自
身

が
交
通
安
全
に
つ
い
て
主
体
的
に
考

え
、
自
ら
が
交
通
事
故
か
ら
身
を
守
れ

る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
他
の
交
通

参
加
者
へ
の
思
い
や
り
や
譲
り
合
い
の

心
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
こ
で
、
独
自
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
し
、
平
成
24
年
よ
り
関
係
行

政
機
関
の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
高
校

生
交
通
安
全
教
育
を
開
始
し
た
。
こ
れ
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全国に拡がるHondaの高校生交通安全教育活動　連載：第9回

学校が交通安全教育の指導を自ら
運営できるマニュアルの完成をめざして

★

学
校
が
主
体
と
な
っ
て

活
動
を
継
続
し
て

も
ら
う
た
め
に

人
へ
の
思
い
や
り
の

大
切
さ
に
つ
い
て

生
徒
自
ら
考
え
る

感受性教育も1時限でできるカリキュラムで、クラス単位のホームルーム学習に適している

実技は「8の字走行」「反応・回避」「飛び出
し・停止」。このうちの2つを組み合わせて1時
限（45～50分）でできるようになっている

今回紹介した「高校生交通安全
教育指導マニュアル」に関心を
お持ちの先生、地域指導者の方
は下記にご相談ください。

本田技研工業（株）
安全運転普及本部　
TEL ：03（5412）1736

各実技の「集合」「誘導」「内容の
説明」「デモンストレーション」「実
走行」「まとめ」などについて映像
で解説

今回作成した高校生交通安全教育
指導マニュアルの構成

映像だけでなく、各実技のコ
ース設定や進め方、指導のポ
イントを解説した資料、感受
性教育の指導案と生徒用のワ
ークシートなども収録されて
いる。

▼

▼

▼



平成26年の警察庁とJAFによる調査で
は、一般道路において後部座席同乗者のシ
ートベルト着用率は何％だったでしょう？

3Q
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危険予測トレーニング（KYT）ーー危険感受性を育てる

【使用上の注意】

●営利目的での利用はおやめください。

●内容の無断転載、無断改変、一部抜粋

しての利用はおやめください。

●その他、使用に関するご質問はお問い

合わせください。

本田技研工業（株）安全運転普及本部
TEL：03（5412）1736
E-mail:sj-mail@spirit.honda.co.jp

q少人数のグループをつくります。
w「交通場面のイラスト」を見せ
ながら、意見を出し合います。

eその後、「解答・解説※」を参
考にして、どんなことに気をつ
けて運転すれば良いか再び話し
合ってください。

※「解答・解説」と「交通場面のイラス
ト（カラー・A4版）」は下記SJホー
ムページでご覧いただけます。また
PDFファイルもダウンロード（無料）
できます。

交通事故を防止するためには、路上で出会うさまざまな危険を予測することが大切です。このコーナーでは危険感受性を高めるための題材を
提供します。今回は四輪車のドライバーに、右側の車線に進路変更する時の危険について考えてもらうためのKYTです。

第●回44 右側の車線に進路変更する時（四輪車編）

○本田技研工業（株）C

○本田技研工業（株）C
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平成 26年の交通死亡事故件数（4013件）
を事故類型別にみると、最も多いのは次の
うちどれでしょう？

？SJクイズ
1Q

平成26年の原付以上運転者（第１当事者）
による交通死亡事故件数について法令違反
別にみると、最も多い違反は次のうちどれ
でしょう？

2Q

※「解答」は8面下。「解説」は下記SJホームページでご覧いた　
だけます。http://www.honda.co.jp/safetyinfo/sj/

①人対車両事故の横断中　
②車両相互事故の出会い頭衝突
③車両相互事故の正面衝突　
④車両単独事故の工作物衝突

①最高速度　　②運転操作不適
③脇見運転　　④漫然運転

①約25％　　②約35％　　
③約45％　　④約55％　　

安全に通過するには、どのようなことを
予測する必要がありますか？

このコーナーでは、地域で活躍する交通安全教育に携わる指導者の方々を
紹介していきます。

活用方法

徳島県では交通安全教育指導員13名

が11地区に分かれて日々啓発活動に取

り組んでいる。「ひまわり劇団」は平

成19年に徳島県の交通安全教育指導員

の有志によって結成された。「高齢者

の死亡事故が目立つようになってきた

時期で、誰もが高齢者の事故を防ぐた

めに何かをやらなければいけないと考

えていました。しかし、1地区に一人

の指導員では、できることに限界があ

ります。そこで、地区の垣根を越えて、

劇団を立ち上げ、高齢者が親しみやす

い寸劇による交通安全啓発を行うこと

にしたのです」と、武田君代さんは振

り返る。「劇団の活動を通じて、他の

地区の指導員と協力し合えるようにな

りました。もちろん、各指導員が所属

する自治体や警察署の理解のおかげで

す」。

寸劇の内容は笑いを交えながら、道

ホンダ　SJ 検索

徳島県の交通安全教育指導員でつくる
「ひまわり劇団」の皆さん
写真左から、石井清子さん、馬木智也さん、小松邦子
さん、武田君代さん、兼田美鈴さん、緒方雅子さん、
里村真澄さん、川辺たまきさん

指導者ファイル●25

担当地区の垣根を越えて
結成した劇団による啓発活動

★高齢者交通安全教室での
「ひまわり劇団」の公演

指導者の皆さんの
活動を
動画でご紹介
http://www.honda.co.jp
/safetyinfo/area/movie/

2つの牛乳パックを使った手づ
くりの「からくりボックス」。牛
乳パックに巻きつけられたイラ
ストや標識などが15個出てくる

「正」の字を見せ、「この中に正し
い交通ルールが隠れていますが、
何でしょう？」と問いかける。「正」
の字の頭の横線を離していくと
「一」と「止」で「一度止まる」に

高齢者向けの「交通安全クイズ」。7個
の答えの文字を組み合わせると「なれ
たこのみち」に

演歌歌手のコンサートに向かうバスの中という
設定で、車窓から見える歩行者や自転車の危険
な行動を、高齢者役の武田さんとバスガイド役
の石井さんが軽妙なやりとりで指摘していく

徳島県オリジナルの「交通安全・阿
波弁かるた」。「あ」の「あるでない
で」は「あるじゃないか」を意味
する方言

あなたは片側2車線の道路を走っています。
前方を走行しているバスが停車したので、
右側の車線に進路変更しようとしています

路横断時に注意してほしいことや、夜

間の服装や反射材の着用を伝えてい

る。「指導的な感じにならないように、

地元の方言である阿波弁を盛り込むな

ど、セリフも工夫しています」。劇団

の公演数は年100回を数え、会場も神

社の境内から1000人規模の会場まで

様々だ。

「呼んでいただければ、県内のどこ

へでも行きます。高齢者の死亡事故を

減らすために、これからも熱い想いで

演じていきたい」と武田さんはいう。

★「ひまわり劇団」の皆さんが
各々の交通安全教室で活用している教材
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の
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。
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が
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す
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１
台
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信
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を
無
視
し
て
横
断
を
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め
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と
、
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囲
の
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転
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鎖
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渡
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始
め
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ま
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台
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。
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わ
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す
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そ
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な
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す
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ら
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。

当
然
の
こ
と
だ
が
、
自
転
車
利
用
者
は
自
転

車
・
歩
行
者
専
用
信
号
が
赤
の
時
は
横
断
し
て
は

な
ら
な
い
。
一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
自
転
車
・
歩

行
者
専
用
信
号
が
赤
に
な
っ
て
い
て
も
、
突
然
、

自
転
車
が
進
入
し
て
く
る
こ
と
を
予
測
し
て
、
横

断
歩
道
（
自
転
車
横
断
帯
）
手
前
で
は
徐
行
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
一
旦
停
止
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。
そ
し
て
、
自
転
車
や
歩
行
者
が
来
て
い
な
い

こ
と
を
確
か
め
て
通
過
し
て
ほ
し
い
。

現
場
の
道
路
環
境
は
交
差
点
内
の
見
通
し
が
良

く
、
車
線
整
備
や
信
号
の
切
り
替
わ
り
も
実
情
を

反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者
が

油
断
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
交
差
点
内

の
見
通
し
が
良
い
た
め
、
自
転
車
利
用
者
は
赤
信

号
で
進
入
し
て
も
自
分
の
存
在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が

見
つ
け
て
、
ク
ル
マ
の
ほ
う
が
止
ま
っ
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

歩
行
者
・
自
転
車
と
ク
ル
マ
の
通
行
を
信
号
機

に
よ
っ
て
完
全
に
分
離
す
る
と
い
う
対
策
も
考
え

ら
れ
る
が
、
信
号
無
視
を
す
る
自
転
車
が
多
い
場

所
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
一
層
の
注
意
喚
起
や

自
転
車
利
用
者
の
違
反
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化

が
有
効
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

大
阪
府
警
察
で
は
、
４
月
１
日
に
警
察
と
し
て

は
全
国
初
の
自
転
車
対
策
の
専
門
部
署
で
あ
る「
自

転
車
対
策
室
」
が
発
足
し
た
。
今
後
、
府
警
は
本
実

態
も
ふ
ま
え
、
自
転
車
利
用
者
へ
の
ル
ー
ル
周
知

や
違
反
取
締
り
な
ど
の
安
全
対
策
を
強
化
し
て
い

く
考
え
だ
。

「SA
FE
TY
M
A
P

」
に
は
「
み
ん
な
の
意
見
」

と
し
て
一
般
投
稿
さ
れ
た
危
険
ス
ポ
ッ
ト
情
報

が
地
図
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。今
回「FO

C
U
S

エ
リ
ア
」（
下
図
参
照
）
に
取
り
上
げ
る
の
は
、

大
阪
府
内
で
５
人
の
方
が
「
み
ん
な
の
意
見
」

を
投
稿
し
て
い
る
大
桐
２
丁
目
の
交
差
点
だ
。

こ
こ
に
は
、
歩
行
者
／
自
転
車
の
飛
出
し
が
多

い
（
４
人
）、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
ク
ル
マ
が

多
い（
２
人
）と
い
う
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
の
表
示
も
出
て

い
る
こ
の
場
所
で
は
、
平
成
26
年
中
に
交
通
事

故
が
５
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
件
は

ク
ル
マ
対
自
転
車
の
事
故
と
な
っ
て
い
る
。

SJ 2015年4・5月号（No.470）4月20日発行

8

自転車利用者による信号無視が
目立つ交差点

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１５年６月１９日発行予定となります。

自
転
車
利
用
者
の

信
号
遵
守
が
重
要

交
差
点
進
入
時
の

安
全
確
認
を
徹
底
す
る

（SJクイズの解答：Q1①、Q2④、Q3②）

「SAFETY MAP」は「みんなでつくる安全マップ」です。Hondaのインターナビが集めた日本
中を走るクルマの急ブレーキ情報と、交通事故情報、そして皆さんの声で地図はつくられます。
お手持ちのPC・スマートフォンからアクセスできますので、あなたの周囲に危ないと感じる
ことのある場所があったら、情報を投稿してください。

「SAFETY MAP」のご活用・ご参加をお願いします！

http://www.honda.co.jp/safetymap/

「右にちゅうい」と横
断歩道上に書かれた歩
行者と自転車利用者向
けの注意喚起表示

自転車は「歩行者・
自転車専用」に従
わなければならない

自転車の二人乗り
や幼児ヘルメット
未着用も目立った

安全な道路環境をめざして

「S
A
F
E
T
Y
FO
C
U
S

」
は
、
ホ
ン
ダ
が

公
開
し
て
い
る
「S

A
F
E
T
Y
M
A
P

」
に

示
さ
れ
る
交
通
上
の
危
険
が
潜
む
ス
ポ

ッ
ト
に
足
を
運
び
、
現
場
の
交
通
環
境

と
事
故
防
止
に
つ
い
て
考
察
す
る
連
載

記
事
で
す
。

今回訪れた大桐2丁目交差点

は、大阪内環状線と府道16号が

交わる交通量の多い場所。ドラ

イバーに横断しようとする歩行

者や自転車の存在がわかりやす

いよう、交差点の角にある植え

込みの高さを低くしていた。

現場を訪ねた平日朝7時半は

車道を往来するクルマが多いこ

とはもちろん、阪急線上新庄駅

方面に向かう通勤・通学の自転

車利用者と歩行者が多く行き交

っていた。

通勤・通学の自転車利用者と歩行者のほと

んどは深江橋および高槻方面から吹田方面に

進んでいた。車道は交通量が多いため、自転

車利用者の多くは歩道を走行していたが、車

道の様子を伺うことなく横断歩道を通過して

いたほか、自転車・歩行者専用信号の表示を

無視しての横断が後を絶たなかった。

また、歩行者や自転車利用者が横断歩道（自

転車横断帯）を通行中でも、十分に減速せず

に、左折して交差点を通過するクルマも見ら

れた。

なお、現場では早朝から警察官による赤色

信号無視で横断する自転車利用者などに対す

る指導取締りが行われていた。 イヤホンをしたまま赤
信号で横断歩道を渡る
自転車利用者

交差点の角にある植え込みも背の低いもの
で、ドライバーが歩道を通行する自転車や
歩行者を確認しやすくなっている

「SAFETY MAP」の表示

赤信号で進入した自転
車利用者と右折車両が
接触しそうになる

信号が青になる前に多くの自転車が
交差点内に進入

高槻方面から斜め横断してくる自転車

現
場
を
た
ず
ね
る
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▼

▼▼ ▼

●この地点で発生した事故件数

●「SAFETY MAP」みんなの意見

※平成27年3月31日時点

※平成26年中、大阪府警察本部提供

四輪車対四輪車（追突）

四輪車対自転車（左折時）

四輪車対四輪車（正面追突）

2

2

1

4人

2人

歩行者／自転車の飛出しが多い

スピードが出ているクルマが多い

事故類型

危ないと感じる理由 そう思う人

件数

▼

ホンダ　セーフティマップ 検索

大阪府大阪市東淀川区大桐2丁目交差点FOCUSエリア

▼

※観察日：平成27年3月25日　午前7時30分～午前9時

●この地点を通過する自転車の状況（台数）

赤信号で進行 二人乗り 携帯電話使用青点滅で進行

23 82 5 25 16

信号遵守

イヤホン
ヘッドホン

危険運転

至吹田（上新庄駅）

至高槻

至長柄橋北詰

至深江橋

府道16号

内環状線

急ブレーキ多発地点




